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「トラックの日」の活動
～道路清掃活動、寄付金寄贈を実施～

青年部会 北陸信越ブロック大会を開催
～「震災の記憶を未来へ」をテーマに～

小前田彰氏（小前田運輸㈱）　国土交通大臣表彰を受賞
～令和6年自動車関係功労者大臣表彰～

高校生を対象に自転車事故防止教育を実施
～高等学校で交通安全出前講座〜



いしかわロードマップ 石川県の魅力的なスポットを
ゆったりとトラックで巡ります

表紙

©石川県観光連盟

七尾市は能登の中心市町村で2004年10月1日に市町村合併により誕生しました。

七尾湾に面した場所には和倉温泉、赤穂温泉、赤崎温泉など温泉が多くあります。

今年元日に起こった能登半島地震では大きな被害がありましたが、現在復旧・復興に向けて懸命に

努力を続けております。新鮮な山の幸、海の幸を味わうことができる能登食祭市場も多くの人々が

来るのをお待ちしております。能登の復興支援にも繋がる意味でもぜひ七尾市へ訪れてみてはいか

がでしょうか。

直通ダイヤル

適正化事業課
076–239–2285
陸災防
076–239–2393

代表
076–239–2511
助成・融資事業
076–239–2284

今月のSPOT　七尾市（のとじま水族館）
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石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
久
安
常
信
会

長
）
は
、
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
の
事
業
と

し
て
、
今
年
も
「
ト
ラ
ッ
ク
は
生
活
と
経

済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
2
0
2
4
」
や
「
北

陸
交
通
災
害
等
遺
児
を
は
げ
ま
す
会
へ
の

寄
付
金
の
寄
贈
」
な
ど
社
会
貢
献
事
業

を
実
施
し
、
身
近
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
広

く
県
民
に
P
R
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
2
0
2
4

10
月
5
日
（
土
）、
県
下
6
カ
所
の
主

要
道
路
に
お
い
て
、
会
員
事
業
者
2
1
4

社
か
ら
5
7
6
名
が
参
加
の
も
と
、
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
2
0
2
4
」
を
午
前
7
時

か
ら
一
斉
に
実
施
し
ま
し
た
。

9
月
に
発
生
し
た
豪
雨
被
害
に
よ
り
、

奥
能
登
支
部
で
の
活
動
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
6
支
部
で
は
、
本
年
も
朝
早

く
か
ら
の
活
動
に
も
関
わ
ら
す
、
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
「
10
月
9

日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」、
「
ク
リ
ー
ン
作
戦

実
施
中
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ

な
が
ら
、
歩
道
や
溝
に
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

「トラックの日」の活動
～道路清掃活動、寄付金寄贈を実施～

TOP NEWS
ト ッ プ ニ ュ ー ス

当協会の寄付活動に対し、北陸交通災害等遺児をはげます会の島田会長（左）から小前田副会長（右）に感謝状が贈呈されました。
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な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

な
お
、
本
活
動
は
、
平
成
6
年
か
ら

継
続
実
施
し
、
今
回
で
31
回
目
と
な
り
ま

す
。寄

付
金
の
寄
贈

ま
た
、
10
月
9
日
（
水
）
に
は
、
小

前
田
彰
副
会
長
（
広
報
委
員
長
）、
端

岩
男
専
務
理
事
が
、
北
陸
交
通
災
害
等

遺
児
を
は
げ
ま
す
会
（
島
田
喜
広
会
長
）

を
訪
ね
、
会
員
事
業
所
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

寄
付
金
を
受
け
取
っ
た
島
田
会
長
は

「
長
年
に
わ
た
り
本
会
の
活
動
に
支
援
を

い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
当
協
会
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
本
活
動
は
、
平
成
8
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
で
29
回
目
と
な
り
、

寄
付
金
は
同
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
交

通
事
故
や
労
働
災
害
な
ど
に
遭
っ
た
両
親

を
持
つ
子
供
た
ち
の
入
学
祝
い
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
費
用
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

県下6カ所の主要道路で実施したクリーン作戦2024には、朝早くからたくさんの方々に参加いただきました。
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北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
協
議
会
（
東
崎
真
也
代

表
幹
事
）
は
、
10
月
18
日
（
金
）、
石
川
県
立
音

楽
堂
（
金
沢
市
昭
和
町
）に
お
い
て
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
青
年
組
織
か
ら
2
3
9
名
（
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
内
か
ら
1
0
0
名
）
が
参
加
の
も
と
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
北
陸
信
越
運
輸
局
の
佐
橋
真
人
局
長

ら
を
来
賓
に
迎
え
、
「
絆
を
か
た
ち
に
～
共
に
描
く

物
流
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、

主
催
者
を
代
表
し
て
、
東
崎
代
表
幹
事
（
石
ト
協

青
年
部
会
長
）
が
「
元
日
の
能
登
半
島
地
震
と
9

月
の
豪
雨
災
害
に
関
し
、
全
国
各
地
か
ら
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
日
の
大

会
を
通
じ
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
や
信
頼
関
係
を
具

体
的
な
行
動
で
実
現
し
、
互
い
に
支
え
合
い
、
共
に

成
長
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
未
来
を
築
い
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
「
震
災
の
記
憶
を
未
来
へ
～
防
災
と

復
興
へ
の
取
り
組
み
～
」
と
題
し
、
能
登
半
島
地
震

に
つ
い
て
、
当
協
会
の
青
年
部
会
員
ら
が
、
被
災
者

や
支
援
者
と
し
て
の
体
験
談
や
災
害
物
流
専
門
家
と

し
て
の
対
応
状
況
な
ど
を
発
表
し
た
ほ
か
、
「
物
流

企
業
が
災
害
時
に
果
た
す
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

を
行
っ
て
い
る
地
元
の
金
沢
星
稜
大
学
の
中
尾
公
一

教
授
が
研
究
・
取
組
内
容
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

青年部会
北陸信越ブロック大会を開催

～「震災の記憶を未来へ」をテーマに～

TOP NEWS
ト ッ プ ニ ュ ー ス
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出島康佑部会長
（全日本トラック協会青年部会）

開宴のあいさつをする
斉藤康彦副部会長

大会旗は次大会の四国ブロックへ

青年部会員ら（写真右から順に戸坂隼斗氏、津田真偉斗氏、山田実紀秀氏、岡村諭氏、吉田章氏）による発表のほか、中尾教授（写真左）による研究
内容などの発表も行われました

久安常信会長
（石川県トラック協会）

軽トラックが寄贈されました

佐橋真人局長
（北陸信越運輸局）

開会の挨拶をする東崎代表幹事

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
青
年
部
会
の
出
島
康
佑
部
会
長
か
ら
当
協
会
の

久
安
常
信
会
長
に
対
し
、
復
興
支
援
活
動
を
行
う
た

め
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
最
後
に
は
、
大
会
旗
の
伝
達
が
行
わ

れ
、
東
崎
代
表
幹
事
か
ら
次
期
開
催
ブ
ロ
ッ
ク
の
四

国
ト
ラ
ッ
ク
青
年
協
議
会
の
稲
見
政
隆
会
長
に
大
会

旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
（
金
沢
市
昭
和
町
）
へ
と
移
し
、
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
青
年
部
会
員
同
士
が
よ
り
一

層
交
流
を
深
め
る
な
ど
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
他
、
能
登
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
販
ブ
ー
ス
が

会
場
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
能
登
の
復
旧
・

復
興
の
た
め
の
義
援
金
も
募
り
、
多
く
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
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10
月
23
日
（
木
）、
国
土
交
通
省
（
東

京
都
）
に
お
い
て
、
令
和
6
年
自
動
車
関

係
功
労
者
大
臣
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
小

前
田
彰
氏
が
受
賞
の
栄
誉
を
得
ら
れ
ま
し

た
。小

前
田
氏
は
、
昭
和
42
年
4
月
に
小
前

田
運
送
店
（
現
、
小
前
田
運
輸
㈱
）
に
入

社
し
、
運
送
業
に
従
事
、
平
成
3
年
9
月

に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
以
来
、
永
年

に
亘
り
、
公
共
輸
送
機
関
と
し
て
の
使
命
を

果
た
す
た
め
、
運
輸
業
界
の
振
興
と
地
域
社

会
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
5
月
に
当
協
会
の
理
事

に
就
任
、
令
和
元
年
6
月
に
は
副
会
長
に
就

任
し
、
事
業
の
適
正
化
及
び
社
会
的
、
経

済
的
地
位
の
向
上
に
注
力
し
、
献
身
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
小
前
田
氏
は
、
「
従
業
員
や

家
族
の
支
え
の
も
と
、
協
会
役
員
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
栄
誉

に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
。
今
後
も
業
界
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
皆
様
と
共
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

小前田彰氏（小前田運輸㈱）
国土交通大臣表彰を受賞

～令和6年自動車関係功労者大臣表彰～

TOP NEWS
ト ッ プ ニ ュ ー ス
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金
沢
第
二
支
部
（
操
川
一
郎
支
部
長
）

は
、
10
月
11
日
（
金
）、
県
立
金
沢
西
高

等
学
校
（
金
沢
市
畝
田
東
）
に
お
い
て
、

今
回
で
三
度
目
と
な
る
交
通
安
全
出
前
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
通
学
時
な
ど
自
転
車
に
乗

る
機
会
の
多
い
高
校
生
を
対
象
に
、
自
転
車

事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
教
育
を
行
っ
て
お

り
、
当
日
は
高
校
一
年
生
3
6
4
名
が
聴

講
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
操
川
支
部
長
が
「
本
日
の
講
座

を
通
じ
て
、
安
全
を
意
識
し
た
行
動
を
習
慣

化
し
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
を
1
件
で
も

減
ら
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
、
そ
の
後
、

吉
田
章
氏
（
浅
野
川
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）

が
能
登
半
島
地
震
の
体
験
を
も
と
に
、
震
災

対
応
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
重
要
性
を

伝
え
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
西
谷
嘉
孝
氏
（
金
沢
西
警

察
署
交
通
第
一
課
長
）
と
相
川
哲
也
氏
（
㈲

コ
ー
ケ
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
）
が
講
師

を
務
め
、
自
転
車
に
お
け
る
交
通
事
故
事
例

や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
・
内
輪
差
な
ど
に

つ
い
て
、
実
車
を
用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

生
徒
代
表
者
か
ら
は
「
今
回
の
講
座
を

参
考
に
、
自
転
車
の
安
全
運
転
に
心
が
け
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

高校生を対象に
自転車事故防止教育を実施
～高等学校で交通安全出前講座～

TOP NEWS
ト ッ プ ニ ュ ー ス

挨拶を行う操川支部長講師を務めた西谷氏トラック輸送について説明する吉田氏

大型車の死角・内輪差について説明する相川氏
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ご案内 ＤＸ推進セミナー

ご案内 健康管理セミナー

ご案内 石ト協助成制度に関するお知らせ

1．日　　時　　令和6年12月4日（水）13：30～16：30

2．場　　所　　石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）

3．内　　容　　�（1）2024年問題とITの活用について�
（2）DX（デジタルトランスフォーメーション）とは　　ほか

4．申し込み　　既にご案内しております「申込書」により、お申し込みください。

1．日　　時　　令和6年12月6日（金）13：30～16：00

2．場　　所　　石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）

3．内　　容　　�（1）定期健康診断の有効活用と健康経営への活かし方�
（2）睡眠時無呼吸症候群（SAS）対策の基本的知識　　ほか

4．申し込み　　既にご案内しております「申込書」により、お申込みください。

　「事前申込書」の提出期限は、12月25日（水）（消印有効）となっております。但し、予算に達し
た場合は受付終了となりますので、お早めに提出してください。
　また、事前申込書を提出し、機器の導入等が終えられた事業者は、速やかに「実績報告書」などの
関係書類を提出してください。
　なお、以下の助成事業につきましては、予算に達したため、事前申込書の受付は終了しました。
　　　〇EMS機器導入促進助成	 〇アイドリングストップ支援機器導入助成
　　　〇血圧計導入助成	 〇自動点呼機器導入助成

お問合せ　（一社）石川県トラック協会　TEL 076－239－2511
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ご案内 令和6年度 石ト協各種助成申込状況　※10月25日現在

http://www.ishitokyo.or.jp/josei.php　　TOP > 助成・融資制度

助成事業 申込状況
■安全装置等導入促進助成
①後方視野確認支援装置
②側方視野確認支援装置（中型・大型自動車に限る）
③側方衝突監視警報装置（後付け装置のみ）
④呼気吹き込み式アルコールインターロック装置、
⑤�IT 点呼に使用する携帯型アルコール検知器（Gマーク認定事業所が導入する場合に限る）�
で全ト協が指定した装置を導入した場合

⑥大型車用トルク・レンチ

57%

■健康診断受診助成
一般健康診断を受診した場合 97%

■ドライブレコーダー機器導入促進助成
全ト協が指定した装置を導入した場合 46%

■ドライバー・安全運転管理者の安全運転教育の助成
全ト協指定研修施設において所定の講座を受講した場合 68%

■エコタイヤ・再生タイヤ導入促進助成
別で定める環境対策の取組みに効果のあるタイヤを導入した場合 98%

■環境対応車導入促進助成
車両総重量2.5t超の天然ガス自動車、ハイブリッド自動車、電気トラック、燃料電池トラックを導入した場合 0%

■EMS機器導入促進助成　※デジタコ等
全ト協が指定した装置を導入した場合

締め切りました

■アイドリングストップ支援機器導入助成
エンジン停止時に相当時間連続して使用可能な車載用冷暖房機器を導入した場合 締め切りました

■睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査助成
SASの検査で、第1、2次検査を全ト協が指定する医療機関で受診した場合 78%

■大型・中型・準中型・けん引免許取得及び受験資格特例教習修了助成
助成対象期間内に自動車教習所へ入校し、標記免許課程を修了、支払が完了し、標記免許を取得した場合 83%

■血圧計導入助成
全ト協が指定した機器を導入した場合 締め切りました

■信用保証協会保証料の補助（事前申請不要）
石川県信用保証協会の保証を受け、銀行から融資を受けた場合 38%

■中小企業大学校講座受講料一部助成
中小企業大学校の研修コースを受講した場合 44%

■脳健診（脳ドッグ・脳MRI）受診促進助成
脳健診（脳ドッグ・脳MRI）を受診した場合 26%

■自動点呼機器導入助成
全ト協が指定した機器を導入した場合 締め切りました

■「働きやすい職場認証制度」認証取得助成
「働きやすい職場認証制度」を認証取得した場合 14%

■インターンシップ導入助成
全ト協のインターンシップ受入事業者として登録し、高等学校以上の教育機関からの依頼により
インターンシップを受入れた場合

0%

※�上記は「事前申請」が必要な助成制度です。この他の助成制度につきましては、ご案内の冊子「令和6年度助成制度」
または、当協会ホームページでご確認ください。

8 ご案内
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News Calendar

10月の
おもなNEWS
OCTOBER 2024

石川県トラック協会は、熊本県で開催された全国トラック運送事業
者大会に、久安会長をはじめ10名が参加しました。大会では、全
体会議やシンポジウム、記念講演が行われたほか、「2024年問題
の対応」など10項目の大会決議が採択されました。（熊本城ホー
ル）

石ト協

3 日 第29回全国トラック運送事業者大会

労働委員会（山田秀一委員長）は、会員従業員の健康診断機会の
充実を図るため、集団健診を実施し、18名が受診しました。（石
川県トラック会館）

労働委員会

5 日 集団健診

石川県トラック協会は、街頭キャンペーンに参加し、買い物客など
に啓発グッズを手渡し、交通安全及び事故防止を呼びかけました。
（香林坊アトリオ前）

石ト協

21 日 「歩行者事故防止運動」街頭キャンペーン

石川県労働災害防止関係団体連絡協議会が主催する令和6年度
（第47回）石川県産業安全衛生大会が開催され、安全性惺優良事
業場事例発表や特別講演が行われ、労災防止への意識高揚を図り
ました。（石川県地場産業振興センター）

陸災防

22 日 石川県産業安全衛生大会

交通・環境対策委員会（新出勝委員長）は、講習会を開催し、車
輪脱落事故防止などについて説明を受けたほか、タイヤ交換作業や
タイヤチェーンの着脱方法などについて学びました。（石川県トラッ
ク会館）

交通・環境対策委員会

8 日 車輪脱落事故防止及びチェーン着脱講習会

910 月のおもな NEWS
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労働委員会は、セミナーを開催し、運転者などの人材確保に係る効
果的な求人方法や人材定着のための職場環境の整備などについて、
実例を用いた説明を受けました。（石川県トラック会館）

労働委員会

22 日 人材確保・労働環境改善セミナー

陸災防石川県支部（小林篤弘支部長）は、東京都で開催された全国
陸上貨物運送事業労働災害防止大会に参加し、労働災害防止の意
識高揚を図りました。（きゅりあん）

陸災防

28 日 第60回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会

金沢第三支部（吉田修一支部長）は、講習会を開催し、トラック運
送業の労働時間管理の実務などについて学びました。（石川県トラッ
ク会館）

金沢第三支部

26 日 労務対策講習会
石川県トラック協会は、価格転嫁に向けた運賃交渉等相談会を開催
し、事前に申し込みのあった4社の担当者らが、担当した専門家に
抱える課題などについて、個別相談を行いました。（石川県トラック
会館）

石ト協

30 日 価格転嫁に向けた運賃交渉等相談会

全国トラックドライバー・コンテストが茨城県で開催され、各都道府
県の代表選手たちが運転や点検に関する技術や知識を競い合いまし
た。当県代表の2選手も上位入賞を目指し、奮闘しました。（安全
運転中央研修所）

全ト協

26、27 日 第56回全国トラックドライバー・コンテスト

引越委員会（小林篤弘委員長）は、引越実務者を対象とした講習会
を開催し、標準引越運送約款などの基礎知識や引越利用者への接
客マナー、苦情対応などについて学んだほか、事例を用いたグルー
プ討議を行いました。（石川県トラック会館）

引越委員会

24、25 日 引越基本講習、管理者講習

10 10月のおもなNEWS
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14 業界NEWS

※「eナスバ」は、（一社）石川県トラック協会の令和6年度助成制度の対象外です。
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国
土
交
通
よ
り
、「
基
準
緩
和
自
動
車
の
行
政
処
分
等

要
領
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
通
達
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
の
基
準
緩
和
自
動
車
の
認
定
要
領
の
改
正
に

よ
り
、
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、

基
準
緩
和
の
継
続
緩
和
に
お
い
て
有
効
期
間
が
無
期
限
に

延
長
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
故
等
に
よ
り
Ｇ
マ
ー
ク

を
失
っ
た
場
合
は
、
こ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
失
う
こ
と

か
ら
、
期
限
付
の
緩
和
認
定
と
す
る
再
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
今
般
の
改
正
で
は
、
Ｇ
マ
ー
ク
を
失
っ
た
事
業
所
が
、

再
申
請
を
う
っ
か
り
失
念
し
て
し
ま
い
基
準
緩
和
の
認
定

書
を
保
有
し
続
け
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぎ
、
再
申
請
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
再
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

の
行
政
処
分
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
再
申
請
を

遅
滞
な
く
行
え
ば
、
監
査
対
象
に
な
ら
ず
行
政
処
分
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※�

詳
細
は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　https://jta.or.jp/

　
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
〉
新
着
情
報

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

「
基
準
緩
和
自
動
車
の
行
政

処
分
等
要
領
に
つ
い
て
」
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
で

あ
る
11
月
に
、
過
労
死
等
を
な
く
す
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
取
組
を
行
い
ま
す
。
こ
の
月

間
は「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」に
基
づ
く
も
の
で
、

過
労
死
等
を
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の

自
覚
を
促
し
、
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
11
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
月
間
中
は
、
国
民
へ
の
周
知
・
啓
発
を
目
的
に
、
各
都

道
府
県
に
お
い
て
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
行
う
ほ
か
、「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
賃
金
不
払
残
業
な
ど
の

解
消
に
向
け
た
重
点
的
な
監
督
指
導
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
一
般
の
方
か
ら
の
労
働
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
受

け
付
け
る
「
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
を
行

い
ま
す
。

厚
生
労
働
省

11
月
は
「
過
労
死
等
防
止
啓

発
月
間
」
で
す

　
公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
は
、
下
請
取
引
の

適
正
化
に
つ
い
て
、
従
来
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
以
下
「
下
請
法
」
と
い
い
ま
す
。）
の
迅
速
か
つ
効

果
的
な
運
用
と
違
反
行
為
の
未
然
防
止
、
下
請
中
小
企
業

振
興
法
に
基
づ
く
振
興
基
準
の
遵
守
の
指
導
等
を
通
じ
、

そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
11
月
を
「
下
請
取
引

適
正
化
推
進
月
間
」
と
し
、
こ
の
期
間
に
下
請
法
の
普

及
・
啓
発
に
係
る
取
組
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
公
正
取
引
委
員
会
ま
た
は
中
小
企
業
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
公
正
取
引
委
員
会
　https://w

w
w
.jftc.go.jp/

　
中
小
企
業
庁
　�https://w

w
w
.chusho.m

eti.
go.jp/

公
正
取
引
委
員
会
・
中
小
企
業
庁

令
和
６
年
度
「
下
請
取
引
適

正
化
推
進
月
間
」
の
実
施
に

つ
い
て
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会員名簿の変更
項 行 事業者名 変更項目 変更内容

13 23 ㈱ニホンパッケージ 代表者 田中　由浩

17 30 ㈲山下運送
〒

所在地
TEL
FAX

923-0994
小松市工業団地2-4
0761-48-7424
0761-48-7407

24 28 大和物流㈱ 代表者 杉山　克博
26 15 ミナミ金属㈱ 代表者 岡村　淳
33 13 日本郵便輸送㈱ 代表者 中島　直樹
38 1 ㈱グリーンサービス 代表者 松井　清吾
43 9 安房運輸㈱ 営業所代表者 下村　勝耶
44 5 ㈱ジェイアール貨物・北陸ロジスティクス 代表者 田尻　大志

45 4 星崎運輸㈱ 代表者
営業所代表者

村上　直仁
細川　裕祐

53 19 瀧の川運輸㈱ 代表者 瀧川　嘉明

1日（金） 北陸信越運輸局長表彰式（新潟県）トラック輸送における取引環境・労働時間改善石川県地方協議会荷主団体要請行動（金沢市内）

5日（火） 雪道安全走行啓発活動（金沢トラックステーション）金沢第一支部第43回運営委員会（北陸中央物流協同組合）

6日（水） 過労死等防止対策セミナー（石川県トラック会館）トラック輸送における取引環境・労働時間改善石川県地方協議会荷主団体要請行動（金沢市内）

7日（木） 石川運輸支局陸運関係功労者表彰式（ANAホリデイ・イン金沢スカイ）能登半島地震石川運輸支局長感謝状贈呈式（ANAホリデイ・イン金沢スカイ）

8日（金） 能登支部第33回運営委員会（和よし）中部交通共済協同組合理事会（愛知県）

9日（土） フォークリフト運転技能講習（石川県トラック会館）※（Aコース）10日、16日、17日　（Bコース）13日～15日
10日（日） 石川県防災総合訓練（津幡町）

11日（月） 求荷求車情報ネットワーク「WebKIT」説明会（石川県トラック会館）
北陸信越ブロック適正化指導員研修（新潟県）

12日（火） 北陸信越地域事業用自動車安全対策会議（新潟県）
13日（水） 価格転嫁に向けた運賃交渉等相談会（石川県トラック会館）
18日（月） 石川運輸支局・適正化実施機関月例会議（石川県トラック会館）

20日（水）
令和6年度事故防止大会（石川県トラック会館）
第89回正副会長会議・第89回総務委員会合同会議（石川県トラック会館）
第363回理事会・第336回交付金運営委員会合同会議（石川県トラック会館）

21日（木） 石川支部第53回運営委員会（テルメ金沢）

22日（金） はい作業主任者技能講習（石川県トラック会館）　※～23日
金沢第二支部第39回運営委員会（もんぜん）

23日（土） 加南支部ボウリング大会（百万石リゾートレーン）

26日（火）「標準的な運賃」活用セミナー（石川県トラック会館）北陸三県高速道路安全協議会連絡会議（ホテル日航金沢）

28日（木） 降雪期における道路交通確保に関する要望活動（石川県トラック会館）
北陸信越ブロック専務理事会議（新潟県）

29日（金） 石川県交通安全県民大会（石川県地場産業振興センター）
全ト協道路・施設委員会（東京都）

EVENT CALENDAR　11月の行事予定

16 情報コーナー
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交通事故情報

17

人対車両
車両相互 車両

単独 列車 計
正面衝突 追突 出会い頭 追越・追抜 すれ違い時 右・左折時 その他

件数 4（+3） 1（±0） 14（-5） 5（-5） 1（+1） 0（-1） 3（-2） 5（±0）0（±0）0（±0） 33（-9）

死者 2（+2） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0）0（±0）0（±0） 2（+2）

※（　）内は昨年比� （提供／石川県警）
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人 死者数

発生件数（件）

10月
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0人
11月 12月 1月

（R6）
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0人 0人
1
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4

3月
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3

4月
0人

3

5月
0人

7

6月
0人

3

7月
2人

6

8月
0人

4

9月
0人

2

事業用貨物車の交通事故発生状況（第1当事者）石川県内

発生件数 死者数（人）

1,255（-223） 19（±0）

令和6年交通事故発生状況　1〜9月（増減）石川県内全車種（乗用車含む）
（参考）

令和6年事故類型別発生状況（1〜9月）内訳

情報コーナー 17
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軽油価格情報

18

（消費税抜き）

（平均価格） R5
9月 10月 11月 12月 R6

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

スタンド 148.2 143.6 143.6 ― 128.0 139.7 139.7 134.9 146.9 146.9 146.9 146.9 146.9

ローリー 117.5 109.4 114.3 ― 115.9 116.1 116.5 116.7 116.9 118.0 115.5 114.2 115.7

カード 134.8 121.4 121.7 ― 124.4 123.1 124.4 125.2 129.7 128.0 125.0 124.2 128.0

値上げ
要請額

0
（7社）

0
（6社）

3.8
（6社） ― 2.1

（6社）
0

（5社）
0.3
（5社）

3.1
（5社）

0
（8社）

0.6
（6社）

0.2
（5社）

0.9
（9社）

1.1
（5社）

※値上げ要請額は、要請があった事業者の平均額。（　）内は、要請のあった事業者数。

（平均価格） R5
10月 11月 12月 R6

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

全国 155.7 153.1 154.5 154.8 154.1 154.0 154.5 154.3 154.4 155.4 154.2 154.4 154.5

石川 153.0 152.0 154.2 154.2 154.2 154.2 155.9 155.0 154.0 154.4 152.9 152.1 153.5
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（R5）
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（R6）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

●調査方法…県内30事業者へのアンケート調査� （地域：石川県内）

経済産業省調べ“給油所軽油小売価格”軽油小売価格推移表

石ト協　軽油価格等実態調査結果報告
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円／リットル
（税込み）

11月
（R4）

12月 1月
（R5）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
（R6）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

全国平均

石川平均

※令和5年12月分の軽油価格調査は「令和6年能登半島地震」の影響等により実施できず。
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事 例 研 究事故に
学び

安全運転に
生かす

事故の概要

早朝に走行中、本線の駐車車両に追突

提供：中部交通共済協同組合　事故防止部

■発 生 日 時	 1月○日（○）　　　午前4時00分頃　　　天候　晴れ
■発 生 状 況	 運転者は配送先に向かっている途中、片側一車線道路の本線上の故障による駐

車車両に追突し重傷を負わせたもの。
■事故当事者	 54歳男性　　　　相手側　23歳男性
■事 故 原 因	 運転者は慣れたルートで配送先に向かっていました。時折、対向車とすれ違う

程度でヘッドライトは下向きで走行、しばらくしてライトの中に駐車車両が浮
かんできました。しかし、運転者はスピードを緩めることなく、そのまま進行
してブレーキを踏まず駐車車両に追突したものです。運転者は漫然と走行し、
駐車車両を認識しながら前方を良く確認していませんでした。

Re-Study17

事例研究 19
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冬場、早朝の運転に留意する
冬場に氷雨等で濡れている道路を走行する際は、凍結によるスリップに気を付けなければなり
ません。特に気温の下がる早朝は高い注意力が求められます。積雪時は最初から心構えができ
ており、より慎重に運転しているのに対して、凍結は路面を見ても危険かどうか判断が難しい
ため、平常の運転をしてしまいがちです。日頃、走り慣れた道路であっても、時々刻々と道路
環境は変化していると意識した運転を心掛けましょう。

ワンポイントアドバイス

再発防止策
① 運転者の対策
● 緊張感を維持し、注意力の低下を防ぐ。
　�慣れたルートを走行すると、時々刻々と変わる交通状況はいつもと同じであるとの「思い込
み」に陥ります。緊張感を維持し高い注意力で、危険対象を探し出す意識が必要です。

● ヘッドライトは原則、上向きにする。
　�ヘッドライトの切り替えが煩雑で、下向き走行が習慣になりがちです。しかし、上向きは照
射距離が倍以上で、早く危険を発見して回避が可能になるので上向きを原則にする。

② 管理者の対策
● 漫然運転に陥る状況を例示する。
　�慣れたルートで交通量の少ない単調な運転は、意識低下や「思い込み」が生じやすく漫然運
転を招くことを運転者に周知徹底させ、緊張感を維持するよう伝える。

● 道路環境に応じた運転を励行させる。
　�夜間走行では交通状況の情報収集力が低下するので、ヘッドライトの上向きを励行、危険予
測による安全確認を周知徹底させる。

事例検討
● 直接原因
　�運転者は早朝で交通量が少なく単調な運転が続く中、駐車車両を認識しながら前方を良く確
認していなかった漫然運転が挙げられます。

● 背後原因
　�運転者は慣れた配送ルートで、単調な運転が続き意識が低下した状態で走行していました。
歩行者等が飛出して来るかもしれないとの危険予測もせず、故障車両は本線上でなく路肩に
駐車しているとの「思い込み」もしていました。
　�また、運転者は対向車と時折、すれ違うことからヘッドライトを下向きから上向きに切り替
えず走行していたため、車両が本線に駐車しているのに気づくのが遅れました。

提供：中部交通共済協同組合　事故防止部
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能登支部 金沢第一支部

ククリリーーンン
作作戦戦

2024
参加者の皆さん

朝早くからの活動にもかかわらず、ご協力ありがとうございました。

※9月に発生した豪雨被害により、奥能登支部での活動は中止としました。

金沢第二支部 加南支部

金沢第三支部 石川支部


